
    HAYAMA YACHT CLUB 
            レース委員会 
 

２０１２年HYC第２回ﾚｰｽ委員会 議事録 
議事録作成 ： 田口(ﾄﾘﾄﾝ）、犬飼(牛若丸Ⅲ)、野原（北斗)記 

 
１．日時・場所 ：2012年 4月 1日 14時～ｸﾗﾌﾞﾙｰﾑ 
 
２．出席者：犬飼委員長、真野副委員長、田口委員、伊藤委員、野原委員 
   顧問：土居理事、伊神顧問 
 
３．確認事項 
 １）運営要領書の修正事項の確認 
  ①スタートライン消滅は、スタート後、１０分後を原則。 
  変更する場合は、事前に艇長会議で宣言する。 
  注：消滅とし、クローズとは言わない。 
  ②コミッティの船は、レース艇に注意して行動すること。 
  （常識だが、一応、書いておく） 
  ③パーテイ時の名札ケースは、購入済みなので、備品としてレース委員会が管理 
  し、パーティキット籠等に一緒にしておく。 
  →コミッティは、パーティ入口に名札紙+サインペンを準備する。 
  ④精算は、１週間以内の提出とする。（まず、方法は問わない、１週間以内が重要！） 
  ⑤次回コミッティとの引き継ぎは、パーティ終了時を目安とし、コミッティ準備 
  担当の野原委員の立ち会いの下で実施する。 
 
 ２）役割分担確認 
  ・年間スケジュール作成→犬飼委員長 
  ・コミッティの割当→犬飼委員長 
  ・表彰式会場予約→犬飼委員長 
  ・リビエラ運営艇手配→犬飼委員長 ★２ヶ月前から予約可 
  ・レース備品整備→犬飼委員長 ★備品ロッカーの鍵の場所は、コミッティがレース

   委員に確認する。 
  ・運営用各種書類準備→  野原 
  ・TCF確認→  真野、田口 
  ・上記コミッテ責任者へ送付→  犬飼委員長 
  ・PC上に準備→  真野、田口 
  ・成績計算書類準備（レース委員用）     
  ・同上（コミッティ用）→   １本化し、（伊神様の協力を得て）真野、田口 
  ・PCの用紙、インク等確認→  真野、田口 
  ・コミッティの準備状況確認→  野原  
  ・プロテスト委員会＝内藤、畑内、伊藤 (内諾済み)  
  ・抗議フォーマットの作成=余川 (内諾済み)  



  ＜レース当日＞ 
  ・開催確認→  犬飼委員長 
  ・TCF受付変更→  犬飼委員長 
  ・コース設定指導（コース、ライン等）  →  犬飼委員長  
  ★上マークの角度表示を試みる。ホワイトボードに角度表示。 
  *リビエラの船長は、レースを知らない前提で、コミッティが主体的に判断する！ 
  *リビエラのレース支援は、有償なので、船長への弁当は不要が原則。 
  ・成績計算支援→真野・田口 
  ・順位決定→犬飼委員長 
  ・成績表彰（授与等）→犬飼委員長または真野副委員長 
  ・講評→犬飼委員長または真野副委員長 
 
 ３）年間成績の考え方と課題 
  ①ポイント加点方式による最小ポイントランキング方式（捨てレース有り） 
  ②コミッティのポイント、不参加艇へのポイント査定等、計算が複雑 
  ③途中経過が見えず後半の盛り上がりに欠ける。 
 
 ４）固定TCFの根拠と考え方の再確認 
  ①ORC参考としているが、ORCは風速域や乗船人数で調整する等、相当奥が深く 
  参考の深さ・レベルの考え方について、レース委員全員の共通認識が必要。 
  ②同じ船種でも、タイプで TCFは異なっており、補正する場合は、一律行うことが 
  望まれる。（個別対応は、不満の元） 
 ★次回、６月のG1レース前までに、再検討し、共通認識を深める。 
 
４．その他 
 １）備品購入 ベアリングコンパスの購入（真野副委員長選定⇒犬飼委員長購入） 
 ２）２レース時の同率順位の決定法は、複雑なので自動化しない。 
  （１位+３位）VS（２位+２位）は、（１位+３位）が上位。 
  （１位+３位）VS（３位+１位）は、（３位+１位）が上位。 
 ３）クラブルーム PCへの会計ソフトインストールは、無用。 
 
５．次回のレース委員会は ６月G1前までに１回は必要。（伊藤委員は、４月８日のお花見レ
ガッタは欠席） 
 


